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月  

 森林・林業の作業環境は、落石や枯れ木の落下、危険な動植物など多くの危険要因があ

ることを認識して作業を行うことが大事です。代表する２つの危険要因を確認しましょう。 

 昨年の初めから始まった新型コロナウイルスの感染拡大は、まだ落ち着きません。 

ITの発達によりリモートワークが可能となったり、都会からの移住生活への指向もあり、

ポストコロナ社会という言葉も生まれています。森林・林業に関わる人達は、人口密度の

低い環境下で働いています。政府が打ち出した、2050 年カーボン排出実質ゼロ制作にお

いても、森林や木材利用の役割が注目されています。さらに、森林浴だけでなく、森林の

豊富な環境に住む人達が、精神的にも身体的にも健康度が高いと発表されています。子供

の教育などにも効果的で、「豊かな生活」の意味も問い直されています。 

社会へ橋渡しすることの重要性も求められています。林業・木材産業及び森林を利用した

サービス産業などを一体化としてとらえ、山村地域の活性化をもたらす統合的な研究開発

を目指している人達の為にも、発信し続けることが今やるべきことの 1つです。 

 

〇天気の危険要因 

① 強風・大雨・大雪などの悪天候のため、 

危険が予測される時は作業を中止する。 

② 台風・集中豪雨の後は、作業地の状況が 

変わることがあるので、見回りする。 

③ 雪が予測される時は、作業を中止して、

自動車、避難小屋などの安全な場所へ速

やかに避難する。 

〇山の危険要因 

① 森林内には、風倒しによるかかり木、

立ち枯れ木、不安定な状態の枯枝など

の落下もあるので、作業前に十分確認

し、立入禁止表示などの処置をする。 

② 斜面地での作業がほとんどのため、急

斜面での転倒や滑落に注意する。また、

倒木の移動による転倒や、落下物や衝

突などの足場確保に注意すること。 

  
  

  

ウイルスを寄せ付けな

いよう、免疫力を高め

ましょう！ 


